
号

▲子どもたちの歓声とともに勢い良 く大空に舞 う紙風せん

～ 相 内 小 最 後 の 運 動 会 で 思 い 出 づ く り～

5月 28日 、相内小学校の運動会閉会式に、児童 生徒たちが

最後の運動会で思い出をつ くろうと、紙風せんに花の種子を入

れ飛ばしました。

この紙風せんには、児童 生徒がこれまでの学校での思い出

や、学校への感謝の気持ちを一人ひとりが書いて飛ばしたもの

です.

紙風せんに込められた花の種子は、ひまわりや百日草など四

種類。着地 した地面で雨水などにより紙風せんが溶け、中の種

子が発芽 して花が咲 くという環境にも配慮 した紙風せん.野 山

のどこかで相内小の花が見られるかもしれませんね.
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介
護
保
険

の
サ
ー
ビ
ス
等
に
係
る

苦
情
、
要
望
、
意
見
を
受
け
調
査
、

審
査
、
提
言
等
を
通
じ
て
住
民
の
権

利
と
利
益

の
擁
護
を
図
り
、
介
護
保

険

の
理
念
に
基
づ
い
た
地
域
福
祉
を

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
村
で
は

こ
の
た
び
、
介
護
保
険
オ
ン
ブ
ズ

マ

ン
四
人
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

介
護
保
険
に
関
す
る
苦
情
、
要
望
、

意
見
等
は
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

今
回
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
オ
ン
ブ
ズ

マ
ン
の
方
々
を
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
．

〓
一　
上
　
進
　
司

行
楽
客
に
抹
茶
の
サ
ー
ビ
ス

丸

谷

ケ
イ
子

さ
ん

（大
田
）

五
月
二
十
七
日
、
九
谷
ケ
イ
子
さ
　
　
　
道
の
駅
に
立
ち
寄
っ
た
行
楽
客
の

ん

（大
田
）
が
道
の
駅

「十
三
湖
高
　
　
方
は
思
い
が
け
な
い
サ
ー
ビ
ス
と
あ

原
」
内
で
抹
茶
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
　
　

っ
て
、
お
茶
で
一
服
．
運
転
の
疲
れ

市
浦
村
を
訪
れ
た
行
楽
客
に
喜
ば
れ
　
　
を
癒
し
て
い
ま
し
た
。

九
谷
さ
ん
は
、
裏
千
家
流
で
お
茶

▲行楽客に喜ばれた

《
敬

称

略

》

　

歴
一一平

五
年
．

山

　
あ
ぐ

り

〓
一　
和
　
淑
　
子

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
十
三
湖
高

原
周
辺
の
自
然
や
景
色
を
楽
し
ん
で

少
し
で
も
市
浦
村
の
良
さ
を
知

っ
て

も
ら
え
れ
ば
と
行

っ
た
も

の
で
す
．

こ
の
日
は
、
丸
谷
さ
ん
手
作
り
の
ヨ

モ
ギ
の
羊
か
ん
も
準
備
、
抹
茶
と

一

緒
に
行
楽
客
に
振
る
舞

い
ま
し
た
「

サ
ク
ラ

・
っ

六
月
十
八
日
、
相
内
小
学
校
敷
地

内
に
オ
オ
ヤ

マ
ザ
ク
ラ
と

つ
つ
じ
が

植
樹
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
植
樹
は
、
美
し
い
自
然
を
守

る
こ
と
を
目
的
に
連
合
青
森
西
北
五

地
域
協
議
会

（斎
藤
廉
三
議
長
）
が

毎
年
行

っ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
度

は
市
浦
村
に
苗
木
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
高
松
村
長
の
あ

い
さ

つ
の
あ
と
、
相
内
小
学
校
児
童

・
生

徒
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者
八
十
名
が
参
加

つ
じ
を
植
樹

し
て
オ
オ
ヤ

マ
ザ
ク
ラ
十
本
と

つ
つ

じ
十
本
の
二
十
本
が
手
際
良
く
植
林

さ
れ
て
行
き
、
親
子
で
心
地
良

い
汗

を
流
し
て
い
ま
し
た
‐Ｄ
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荒
馬
と
太
刀
振
り
で

見
物
者
を
魅
了

休
漁
区
の
シ
ジ
ミ
を
水
揚
げ

十

三
漁
協

六
月
十
八
日
五
所
川
原
市
で
行
わ

れ
た
奥
津
軽
虫
と
火
ま
つ
り
に

「相

内
の
虫
送
り
」
が
参
加
し
ま
し
た
。

西
北
五
地
方
の
虫
送
り
の
原
形
と

い
わ
れ
、
約
四
百
五
十
年
の
歴
史
が

あ
る
伝
統
の
太
刀
振
り
を
荒
馬
を
先

頭
に
相
内
青
年
団
、
相
内
虫
送
り
保

存
会
、
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ
ら
の
参
加

者
五
十
名
が
抜
露
し
沿
道
の
見
物
者

を
魅
了
し
ま
し
た
コ

こ
の
日
は
雲
ひ
と
つ
な
い
晴
天
、

奥
津
軽
虫
と
火
ま
つ
り
に
は
、
西
北

五
地
方
の
十

一
団
体
が
参
加
し
、
五

所
川
原
市
内
の
中
心

部
約

一
キ
ロ
を
二
時

間
か
け
て
練
り
歩
き

ま
し
た
。
笛
と
太
鼓

の
音
色
に
あ
わ
せ
て
、

荒
馬
と
太
刀
振
り
に

よ
る
勇
壮
な
踊
り
が

続
く
相
内
の
虫
送
り

に
、
沿
道
の
見
物
者

か
ら
は

「
や

つ
ぱ
り

い
な
―
」
と

い
う
声

が
あ
が
る
な
ど
、
参

加
者
は
大
き
な
拍
手

を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

六
月
十
四
日
、
十
三
漁
協

（工
藤

伍
郎
組
合
長
）
が
管
理
し
、
し
じ
み

を
蓄
養
し
て
い
た
中
の
島
休
漁
区

を
こ
の
た
び
解
禁
。
約
百
人
の
組

合
員
が

一
斉
に
休
漁
区
に
向
い
網
目

十
七

・
五
ミ
リ
の
統

一
さ
れ
た
し
ょ

れ
ん
で
し
じ
み
を
収
穫
し
ま
し
た
。

一
組
合
員
が
休
漁
区
で
採
れ
る
数
量

水
揚
げ
総
数
量
は
約
四
ト
ン
．

水
揚
げ
さ
れ
た
し
じ
み
は
、
数
年

蓄
養
さ
れ
た
と
あ
つ
て
厚
さ
が
十
八

け
ら
れ
高
値
で
取
引
さ
れ
て
い
ま
し

ミ
ス
北
彩
紀
行
に

秋
田
谷

格
子
さ
ん
（十
三
）

青
森
県
大
規
模
観
光
キ
ャ
ン
ペ
　
　
度
の

「
ミ
ス
北
彩
紀
行
」
に
秋
田

―
ン
推
進
協
議
会

（会
長

・
木
村
　
　
谷
裕
子
さ
ん

（十
三
）
が
選
ば
れ

守
男
知
事
）
の
総
会
席
上
で
今
年
　
　
ま
し
た
。

秋
田
谷
さ
ん
は
笑
顔
が
素
敵
な

曜
凱
　
　
現
代
美
人
で
、
役
場
総
務
課
に
勤

緬鮎　　場智睦講細』諄凛艤燎″特酵

報・雌　　打〔レ掛晴ノレど一猜琳導̈
崚つさ

▲
　
　
　
　
て
い
ま
す
ｏ
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「
フ
レ
ー
ッ
、
フ
レ
ー
」

ル
．
競
技
名
は

「
か
ぐ
や
姫
」

相
内
小
学
校

．太‐‐‐＝
・卜
学‐‐‐‐
梅

く
「ガ
ン
パ
レ
ー
」
応
援
に

も
熱
が
入
り
ま
す

＞
号
砲
と
と
も
に
ス
タ
…
卜
　
　
　
＞
運
動
会
で
は
お
な
じ
み
の
宝

く
地
区
総
出
の
運
動
会

く
雨
の
中
ゴ
ー
ル
を
め
ざ
す
選

十
二
小
学
校

貯
．一
小
学
糠

5月 28日 、相内小、脇元小、十三小て、6月 11日 太
田小て各小学校としての最後の運動会が行われました。
5月 28日は早朝から雨が降り、あいにくの天候.プロ

グラムの削除や短縮などで競技を調整しながらも各小学
校の児童・生徒たちは一生懸命がんばりました。

「虫
送
り
」
で
開
め
ま
し
た
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椰
メニ導層暉膊ロロロロ■"'"‐

申‐

謳内の虫遂:り 六日:の虫送り

緻Ⅲ脚駆
一６６″３２一で虫送り

田
植
え
が
終
わ

っ
た
後
の
伝
統
行

事
「虫
送
り
」
が
太
田

・
相
内
地
区
で

行
わ
れ
、
両
地
区
と
も
荒
馬
を
先
頭

に
青
年
団
や
小
学
校
児
童
　
生
徒
ら

の
太
刀
振
り
の
行
列
が
続
き
盛
大
に

運
行
さ
れ
、
五
殻
豊
穣
を
祈
願
し
ま

が
田
に
飛
び
込
む
な
ど
荒
馬
役
の
三

＞
荒
馬
役
は
泥
ま
み
れ

▲新任の先生は必ず田

に落 とされるとか

＞

「
は
ね
ろ
じ
ゃ
、
は
ね
ろ
」

琴
・占
Ⅲ
躙

剛
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村では、地域経済の活性化と歴史文化の意識向上を図るため、近年県内外で注目を集めている中世の港
湾都市「十三湊遺跡」をメインにした史跡型観光の情報発信を積極的に展開するためと、「新やまなみ号」
の利用促進を図るため「中世 。安藤の里めぐり定期観光バス」を運行しています。詳しい内容については、
次のとおりですのでぜひ参加してみてはいかがでしょうか。

1 運行期間

平成 12年 7月 1日 i■」ヽ 7月 31日 1月 )ま での 1ケ 月間。

2 運行時間及びコース

午前11時 20分 ～午後 3時 30分 (4時 間10分 )

バスの定員に限 りがあるため 1日 先着25名ぅ

1人 1,500円 (バ ス准1金 は無利、昼食代、資料館人館料 として ,

中の島プリッジパーク内地域活性化センターロビーに出発 5分 前まで集合.

6 参力0申 し込み方法とお問い合わせ
ツアー参加予定日の2日 前までに、電話又はFAXに よりお中し込みください。
※FAXに よる中し込みは、上、日曜、祝日のみ受付します.t代表者の住所、
載してください)

氏名、連絡先、参加人数を記

【申し込み先】 市浦村役場 経済観光課 80173-62-2111(内線29)FAX0173-62-2115

０
０
０
０

平
成
十
二
年
市
浦
村
議
会
第
二

回
定
例
会
は
、
六
月
十
二
日
か
ら

十
五
日
ま
で
開
か
れ
、
次
の
こ
と

が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

◎
予
算
関
係

市
浦
村

一
般
会
計
補
正
予
算

（第

一
号
）
は
、　
一
億

二
千
六
百

八
十
二
万
千
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
は
三
十
億
六
百
八
十
二
万
三

千
円
と
な
り
ま
し
た
〔

◎
追
加
さ
れ
た
主
な
事
業

●
健
康
増
進
施
設

（タ
ラ
ソ
テ
ラ

ピ
ー
）
開
設
準
備
費

●
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業
費

●
山
村
資
源
活
用
生
産
施
設
運
営

●
統
合
小
学
校
準
備
費

等
と
な

っ
て
い
ま
す
ロ

◎
条
例
、
規
約
関
係

市
浦
付
健
康
増
進
施
設
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
他
五
件

◎
人
事
案
件

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き

◎
報
告
関
係

　

一
一件

報
告
関
係
に
は
平
成
十
二
年
度
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2年間運行された「やまなみバス」。今年度は、「新やまなみ号」として、 1日 2往復市浦～蟹田間

を運行 します。また、今年度から運行される「太宰津軽冒」とも接続されます。「太宰津軽号」は金

木町 ～ 中里町 ～ 市浦村 ～ 小泊村 ～ 三厩村の 5町村を経由し、津軽半島を縦断する観光路線バス。

2つの観光路線バスで夏の津軽半島の旅へと出かけてみてはいかがでしょうか。

平成12年 度 7月 1日 l■ l～ 8月 31日 (利           1   平成12年 7月 20日 (莉 ～8月 20日 (日

'②運行経路 l ②運行経路
く往路〉 市浦村 (十三湖)ヽ蟹田町 (」 R蟹田駅)    1   金木町(斜陽館)～ 芦野公園～中里町「ピュア」ヽ 市浦村            ｀

く復路〉 朝便 蟹田lT～ 中里町 (津軽中里駅)ヽ 市浦村  |  (ド ライブイン和歌山)ヽ 小泊村 (津軽の像記念館)ヽ 眺           、
夕便 蟹田町～市浦村ヽ中里町        1   敢台～三厩村(青函 トンネル記念館)

③料  金                    l ③料  金
O大  人 片道 500円 (中 学生以上)        l   o大  人 片道 1,000円 (中学生以上)                 '
0小学生 片道 250円 (未就学無料)        l   o小 学生 片道  500円 (未就学無料)

|

l ①運行期間①運行期間

～新やまなみ号運行Jレ =卜～
★朝使往路

・       [函 館方面海峡3号 9:45]

★朝便復路

★夕便往路
市浦村「ドライブイン和歌出」15:40発

★夕便復路

～
太宰津軽号運行ルート～

★住  路
太宰治記念館 「斜陽館」10:00発

芦野公園 10:08着 ～太宰文学碑散策(15分 )～ 10:23発

特産物直売所「ピユアliO:33着 ～休憩(5分 )～ 10:38発

ドライブイン和歌山 11:08着～(新やまなみ号往路受入)

小説「津軽Jの像記念館 11:30着

ボントマリ 11:40着～休憩(5分 )～ 11:45発

★復  路

(接続)津軽鉄道 金木釈発 17:13(五所川原行き)
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た
だ
浸
か
る
だ
け
の

海
水
温‐
泉
浴
場
で
は
な
い

日
本
人
は
温
泉
や
お
風
呂
が
大
汗

最
近
、
温
泉
保
養
施
設
や
健
康
ラ

ン
ド
等
の
温
浴
施
設
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
利
用
法
は
、

単
に
お
湯
に
浸
か
り
、
お
酒
を
飲
ん

で
さ
わ
い
だ
り
と
い
っ
た
観
光

・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
的
な
利
用
法
だ
け

た
だ
浸
か
る
だ
け
で
本
当
に
健
康

に
な
れ
る
わ
け
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
よ
く
ど
こ
そ
こ
の
温
泉
は

肩
凝
り
や
神
経
痛
に
良
い
と
い
う
話

を
聞
き
ま
す
が
、
た
ま
に
利
用
す
る

と
し
て
も
、
症
状
の
改
善
ま
で
は
望

め
ず
、
本
当
の
効
果
は
期
待
で
き
ま

せ
ん
。

海
水
に
は
温
泉
水
に
負
け
な
い
体

に
良
い
成
分
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

村
民
健
康
増
進
施
設
は
、
た
だ
浸

か
る
だ
け
の
温
泉
浴
場
で
は
な
く
、

も
っ
と
積
極
的
に
ス
ト
レ
ス
解
消
や

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
等
の
目
的
に

対
処
で
き
、
毎
日
で
も
利
用
す
る
こ

と
で
、
本
当
の
効
果
が
期
待
で
き
る

新
し
い
タ
イ
プ
の
温
浴
施
設
な
の
で

き
つ
く
て
退
屈
な

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
プ
で
も
な
い

健
康
を
目
的
と
し
た
施
設
と
し
て

は
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
そ
の
代
表

選
手
で
す
。
し
か
し
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

プ
の
利
用
状
況
を
見
て
み
る
と
、
最

近
こ
そ
ス
イ
ミ
ン
グ
プ
ー
ル
で
、
泳

ぎ
の
上
手
な
人
た
ち
以
外
に
も
、
高

齢
の
方
の
歩
く
姿
が
見
ら
れ
ま
す
が
、

人
数
的
に
は
ま
だ
ま
だ
少
く
、
た
だ

モ
ク
モ
ク
と
歩
く
だ
け
の
施
設
と
い

っ
た
感
じ
で
、
全
然
楽
し
そ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
プ
が
そ
も

そ
も
運
動
が
出
来
る
人
た
ち
を
対
象

に
し
た
施
設
だ
か
ら
で
す
。

水
中
の
環
境
は
そ
の
利
用
法
に
よ

つ
て
は
、
寝
た
き
り
の
予
防
か
ら
健

康
増
進
ま
で
幅
広
い
人
た
ち
が
利
用

で
き
る
環
境
で
す
。

さ
ら
に
海
水
は
浮
力
が
強
い
た
め
、

体
重
が
軽
減
し
、
膝
へ
の
負
担
が
少

な
く
な
り
、
特
に
脚
に
痛
み
を
持
っ

た
人
も
痛
み
を
感
じ
な
い
で
運
動
で

き
る
理
想
的
な
環
境
な
の
で
す
。

海
水
の
持
つ
良
い
点
を
活
用
し
た

村
民
健
康
増
進
施
設
は
、
誰
も
が
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
、
楽
し
く
、
無
理

な
く
運
動
効
果
が
期
待
で
き
る
ア
ク

ア
ト
ニ
ッ
ク

（多
目
的
温
海
水
プ
ー

ル
）
を
主
体
と
し
た
村
民
み
ん
な
の

健
康
増
進
施
設
な
の
で
す
。

「現
代
の
湯
治
場
」
を
目
指
す

タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
‥
セ
ン
タ
ー

日
本
に
は
「湯
治
」
と
い
う
言
葉
が

あ
る
よ
う
に
、
古
く
か
ら
温
泉
等
を

病
気
や
怪
我
の
治
療
に
用
い
て
き
ま

し
た
。
病
人
や
怪
我
人
で
な
く
て
も
、

最
近
は
生
活
習
慣
病
や
外
科
的
な
痛

み
を
持
つ
と
い
っ
た
健
康
問
題
を
抱

え
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

村
民
健
康
増
進
施
設
は
、
そ
ん
な

健
康
問
題
を
抱
え
る
大
勢
の
人
た
ち

の

「現
代
の
湯
治
場
」
で
あ
り
、
お

湯
に
浸
か
る
だ
け
で
な
く
、
も
っ
と

積
極
的
な
利
用
に
よ
っ
て
病
気
や
怪

我
に
な
ら
な
い
よ
う
に
予
防
し
た
り
、

ま
た
村
民
そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
な
健

康
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
の
で
き
る

施
設
な
の
で
す
。

村
民
健
康
増
進
施
設
は
そ
の
名
の
通
り
、
村
民
の
方
々
の
健
康
増
進
を
目
的

と
し
た
施
設
で
す
。

今
回
は
、
村
民
健
康
増
進
施
設
が
、
ど
ん
な
施
設
な
の
か
を
簡
単
に
ご
紹
介

第

一
一
七
同
全
国
商
工
会
珠
算
検

定
試
験
が
六
月
十

一
日
村
内
各
小
学

校
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回

の
受
験
者
数
は
二
十
四
名
で
、
合
格

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
一
一　
級

渡
　
辺
　
亜
梨
沙

（辻
分
珠
算
塾
）

▼
一一一　
級

田
　
中
　
未
　
久

（辻
分
珠
算
塾
）

子

（辻
分
珠
算
塾
）

英

（辻
分
珠
算
塾
）

治

（辻
分
珠
算
塾
）

久

（浦
　
田
　
塾
）

晃

（辻
分
珠
算
学
院
）

中 工 八  新 秋 藤 葛 六

井 藤 級  岡 田 田 西 級

康

1令 敬

浦 辻

算

松 十

橋 級

敬
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① l人 3点 までとします。

も可能です。

ア.住所  イ.氏名  ウ.年令  工.電話番号
オ.ネ ーミング カ.用紙サイズA4

平成12年 7月 21日 まで必着 (期 日厳守)

バンフ・チラシ・看板等に使用いたします。

採用された方には、謝金10万 円を贈呈 します。

市浦村健康増進施設 (タラソテラピ7)のロ

ネ‐ミ|ン|グ1霧1曇 層
一
‐

‐

ノ

現在建築している、市浦村健康増進施設 (タ ラソテラピー)は 、自治体では日本初となるタラソテラピーセン

ターです。

タラソテラピーとは、海洋療法と訳され 〈海水》や 《海の資源)が持つ身体によい効果を利用して、健康増進
を図るものです。

また、健康文化と快適なくらしのまち『しうら』を全国的にアピールするため、地域住民の健康増進だけでな

く、観光の拠点施設を目指しています。

秋頃、オープンの予定ですがこの施設にふさわしいネーミングを募集しています。

②応募用紙は、市浦村企画財政課に備え付けてあり    青森県北津軽都市浦村大字相内字相内349-1

ますが、次の用件を満たしていれば、任意様式で    市浦村企画財政課 企画係まで
80173-62-2111(内 線18)

く
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る

健
康
増
進
施
設

曜

　

　

　

、ぃ
．「．
．．

～
相
内
小
五
年
生
が
救
出
作
戦
～

相
内
小
学
校
校
庭
に
捨
て
大
ら
し

き
人
な
つ
こ
い
大
が
居
つ
き
、
誰
か

う
間
に
生
徒
た
ち
の
人
気
者
に
。

学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
な
つ

い
て
い
る
も
の
の
飼
い
主
が
捜
し
て

い
る
か
も
知
れ
な
い
こ
と
や
、
児
童

生
徒
た
ち
が
噛
み
つ
か
れ
る
事
故
等

を
懸
念
、
安
全
に
も
考
慮
し
て
役
場

に
通
報
し
大
は
捕
獲
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
相
内
小

し
か
し
、
捕
獲
さ
れ
た
大
が
保
健
　
　
学
校
五
年

所
に
つ
れ
て
行
か
れ
、　
三
疋
の
期
間
　
　
生
の
飼
い

保
護
さ
れ
飼
い
主
が
現
れ
な
い
場
合
　
　
主
捜
し
の

は
、
殺
さ
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
　
　
救
出
作
戦

い
こ
と
を
知
っ
た
相
小
の
五
年
生
達
　
　
は
大
成
功
。

が
こ
の
ま
ま
で
は
大
が
死
ん
で
し
ま
　
　
五
年
生
の

う
と
救
出
作
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。　
　
　
皆
さ
ん
良

チ
ラ
シ
（写
真
）を
作
り
相
内
地
区
の
　
　
か
っ
た
で

一
軒

一
軒
に
、「犬
を
飼
っ
て
く
れ
ま
　
　
す
ね
。

せ
ん
か
」
と
呼
び
掛
け
な
が
ら
配
布

は
じ
め
は
、
な
か
な
か
飼
っ
て
く

れ
る
人
が
見
つ
か
ら
ず
救
出
作
戦
は

大
苦
戦
。
そ
れ
で
も
相
小
五
年
生
た

ち
の
願
い
が
通
じ
た
の
か
、
保
健
所

に
連
れ
て
い
か
れ
る
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ

ト
ざ
り
ざ
り
で
飼
っ
て
く
れ
る
人
が

レ

五
年
生
が
チ
ラ
シ
を
作
成

二
つ
０
穴
０

『ふ
き
」

相
内
地
区
の
三
浦
シ
キ
さ
ん
が

村
内
か
ら
採
取
し
た
「
ふ
き
」
。
切

っ
て
み
た
ら
、
な
ん
と
、
二
つ
の

穴
が
あ
い
て
い
る
の
に
ビ
ッ
ク
リ
。

情
報
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

人
間
で
い
う
と
双
子
の
「ふ
き
」

で
し
ょ
う
か
？
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Ж*Ж **…Жわ市浦」l学膜腋歌 (歌詞)層隼のお知らせ ………驚
1 趣  旨                       5,締 め切り                     ま

平成13年4月 η日間校する市浦小学校が後世にわたり歴   平成12年 8月 31日 鉢O121tt              I
史や風土並びに気風、校風を村内外に向けて情報発信する  6.審   査                      姜
ため、校歌 (歌詞)を募集する。                教育委員会において厳正に審査し、採用された方には謝 姜

2.学校名及び所在地                    金10万円を贈呈します。                |
学校名 :市浦小学校                   7.使 用目的                      I
所在地 :市浦村大害相内字岩丼85              市浦小学校校歌として使用。              I

3.校歌のイメージ                    8.そ の 他                      :
簡素で美しく、市浦小学校の校回、風土を印象づけ次代  (1)応募した作品は市浦村教育委員会に帰属し、教育委員会 姜

を担う苦い人の希望を育むもの。                又は専門家により補作することもある。        |
4.:募資

暑
・
i看鍵tttP    :l詈き,[[::II鼻 順l[1『 11世」:l:。

:

鰤 内器 期 ■

“

  |
市浦村教育委員会 80173-62-3751  1

ｏ
家
族
に
行
き
先

・
帰
宅
時
間
を
知

ら
せ
る
。

ｏ
携
行
食

（ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

・
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
な
ど
）
、
雨
具
、
ラ
イ

タ
ー
な
ど
を
携
行
す
る
。

ｏ
山
の
色
と
正
反
対
の
目
立
つ
色
の

服
装
で
入
山
す
る
。

ｏ
で
き
る
だ
け
二
人
以
上
で
入
山
す
る
。

★
入
山
時
の
注
意

ｏ
入
山
場
所
の
地
形
を
確
か
め
、
大

木
な
ど
の
目
標
物
等
を
定
め
る
。

ｏ
お
互
い
に
声
を
掛
け
合
い
、
位
置

を
確
認
す
る
。

ｏ
急
斜
面
な
ど
の
危
険
な
場
所
は
避

ｏ
無
理
せ
ず
、
早
め
の
下
山
を
心
掛

万

一
、
急
病
で
倒
れ
た
り
、
交
通

事
故
に
遭
っ
た
り
し
た
場
合
、
意
識

が
な
い
ま
ま
に
呼
吸
や
脈
拍
が
停
止

し
た
状
態
で
は
、
時
間
の
経
過
と
と

も
に
傷
病
者
の
回
復
や
社
会
復
帰
の

機
会
は
減
少
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
救

急
隊
が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
の
間
、

心
肺
蘇
生
法
の
知
識
が
あ
れ
ば
、
こ

う
し
た
不
幸
を
回
避
す
る
こ
と
は
、

決
し
て
不
可
能
な
事
で
は
な
い
の
で

こ
の
事
か
ら
、
当
消
防
署
で
は
普

通
救
命
講
習
、
受
講
者
を
募
集
し
て

お
り
ま
す
の
で
随
時
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
　
　
　
●
六
二
―
土

一
一
九

回
日

口

□

■

山
菜
採
り
は
、
身
の
上
チ
ェ
ッ
ク
を
も
う

一
度

『山
菜
」
採
り
に
夢
中
に
な
り
、　
　
　
★
万
が

一
迷

っ
た
ら

毎
年
遭
難
す
る
人
が
後
を
断
ち
ま
せ
　
　
ｏ
歩
き
回
ら
ず
救
助
隊
を
待
つ
。
特

ん
。
昨
年
は
、
三
名
の
尊
い
命
が
失
　
　
　
に
日
没
後
の
行
動
は
危
険
。

わ
れ
ま
し
た
。
楽
し
い
山
菜
採
り
も
　
　
ｏ
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
音
が
聞
こ
え
た

危
険
と
背
中
合
わ
せ
と
い
う
こ
と
を
　
　
　
ら
、
広
い
場
所
で
タ
オ
ル
な
ど
を

忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
振
り
合
図
す
る
。

★
遭
難
防
止
の
ア
ド
バ
イ
ス
　
　
　
　
　
楽
し
い
山
菜
採
り
で
す
が
、
遭
難

山
菜
採
り
に
夢
中
に
な
り
、
時
間
　
　
に
は
十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

ぃ難”“
一を喘いが一肇村げは型　
　
＝聞困霊圃翻鵬襲細困覇翻爾田叫

螂μ臓瀞版訳計』
ぃ。　　　　　　　「いざというときの心肺蘇生法」

人
事
と
救
急

・
救
助
は

一
一
九
番
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く改正後〉

O児 童手当の支給を受けるにはア
*児童手当は、養育者からの中請が

ないと支給されません。役場住民

福祉課(民生係)へ 申請書を提出し
て下さい。(公務員の方は勤務先へ

)

*申 請書の他に「年金加入証明書」
「所得証明書」など、必要に応じて

添付書類を提出してもらうことが

あります。
*所得が一定額以上の方には、児童

手当は支給されません。所得制限
については、係までお問い合わせ

Oい つごろ手続をすればいいの 7

1新規に請求する方l 平成12年 6月

1日 から平成12年 9月 30日 までに申

請された場合、平成12年 6月 分まで
を上限としてさかのぼって支給され

ます。(9月 以前に支給要件にあて
はまっていた月分に限ります。)

(注 )た だし、9月 に申請した場合、

事務処理上10月 の支夕、日に間に合
わない場合がありますので、なる
べく9月 10日 頃までに提出して下
さい。また9月 30日 は土曜日のた

め窓日はお休みです。

>お問い合わせは

住民福祉課民生係まで

862 2Hl(1句線71)

出稼ぎアンケー トに
こ 協 力 下 さ い

県では、昨年に引き続き出稼労働

者に対する意識調査を実施します.

この調査は、出稼労働者の地元に

おける雇用機会の創出を図り、出稼

解消策を講じるために実施するもの

ご協力くださるようお願いいたし

ます.

〉調査時期

8月 1日 ～8月 31日

〉調査方法

調査員による毎戸訪問または郵送
〉お問い合わせ先

青森県出稼協会
8017-7221111(内 線2376)

住宅金融公庫からのお知らせ

住宅金融公庫の住宅ローンをご返

済中で、最近の不況に伴う失業や収
入の減少などで返済にお困りの方に

対しては、次のような返済方法の変

更を実施していますE

尋

市浦村の人口と世帯数  平成1261現 在
大 字 名

相   内

計

県内の交通事故概況
累計

J誓

(:1::Fli

1::冷 li ((碁 `T二吾ぷ″ =莫

(::::冷 1爵 ↑1漕 け専ぃTか管た更
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者
の
中
で
自
分
の
体
に
興
味
を
持
ち
、

健
康
づ
く
り
に
熱
心
な
方
達
が
見
え

健
診
の
結
果
は
、
自
分
自
身
の
健

康
状
態
を
知
る

一
つ
の
バ
ロ
メ
ー
タ

ー
で
す
。
判
定
結
果

（異
常
な
し
等
）

の
み
に
と
ら
わ
れ
ず
、
記
載
さ
れ
て

い
る
過
去
三
年
の
デ
ー
タ
か
ら
比
べ
、

判
定
結
果
だ
け
で
は
判
断
し
き
れ
な

い

「体
の
状
況
」
を
見
る
こ
と
が
重

要
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
今
ま
で

の
経
過
に
比
べ
か
け
離
れ
て
数
値
の

増
え
た
も
の
、
減
っ
た
も
の
が
あ
っ

人
間
の
体
は
、
機
械
と
違
い
部
品

交
換
は
で
き
ま
せ
ん
。
人
生
八
十
年
、

も
し
く
は
九
十
年
と
い
わ
れ
る
こ
の

時
代
に
、
「足
元
」
だ
け
で
は
な
く
、

「
こ
れ
か
ら
進
む
先
」
を
見
て
、
今

の
生
活
の
中
で
の
優
先
順
位
を
良
く

考
え
て
み
る
機
会
が
必
要
で
は
な
い

自
分
の
健
康
寿
命
を
伸
ば
し
て
い

く
た
め
に
も
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
で
の

自
分
の
体
の
状
況
を
み
る
習
慣
を
も

ち
ま
し
ょ
う
。
自
分
の
体
は
正
直
に

自
分
自
身
に
答
え
て
く
れ
ま
す
。

お

誕

生

帯

離
７

（相
内
）

奈
乃
子

⌒相
内
）

琉
　
聖

（磯
松
）

健
　
太

⌒相
内
）

仁
　
椰

（脇
元
）

エエ
　
峰

（相
内
）

― ― ― ― ― ― ―
  三 白 中 川 成 和

渡 田 奈 小 三 多 岩 奈 上 林 相 相 三 石
  和 川 山 上 田 久

辺 中 良 浜 橋 田 井 良 林 崎 川 馬 上 澤
と

咲 寿 悦 孝 る 英 宣 和 光 孝 優 宏 祥 松
結

恵 博 子 広 み 彦 陽 叔 世 幸 子 一 子 広 婚

宰 霜 天 篠 ↑ 暴 策 箱 黛 筋 ↑ 書 釜 脇

●●里じ三38● こここ参杢匹  聖昭卓弘文
仁

徳 仁 二 幸 法

米 小 松 保

谷 倉 田 坂

慶  利 ヒ

岩 大 奈 工

館 場 良 藤

修

（木

一　
美

（十

教
　
雅

（相

絵
利
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■
六
月
は
、
大
田
、
相
内
地
区
で
虫

送
り
が
行
わ
れ
両
地
区
と
も
終
日
賑

わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

虫
送
り
と
い
え
ば
荒
馬
が
田
ん
ぼ

に
入
る
の
が
恒
例
。
大
田
で
は
少
し

肌
寒
い
風
が
吹
く
中
、
荒
馬
が
田
ん

ぼ
に
入
い
り
豊
作
の
舞
。
大
田
の
虫

送
り
最
大
の
見
せ
場
は
、
荒
馬
に
太

田
小
の
先
生
が
田
ん
ぼ
に
引
き
ず
り

込
ま
れ
る
と
い
う
毎
年
の
儀
式

，
。

今
年
も
校
長
先
生
を
筆
頭
に
、
教
頭

先
生
、
六
年
生
の
担
任
の
先
生
が
田

ん
ぼ
に
引
き
ず
り
込
ま
れ
、
地
区
を

上
げ
て
の
豊
作
祈
願
と
な
り
ま
し
た
。

■
相
内
小
五
年
生
が
捨
て
大
ら
し
い

犬
の
飼
い
主
さ
が
し
を
展
開
。

生
徒
た
ち
の
力
を
合
わ
せ
た
行
動

力
に
感
動
。
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不
）


